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 (b)波形マッチングあり(提案手法)
 図星DPA成功率と波形サンプル数の関係
 第7章結書
 本論文では,信号の位相構報に着目した1次元および2次元信号の高精度マッチング手法を提案し
 た,特に,POC関数の相関ピーク座標を効率的に計算するピーク評価式を提案したまた,提案するi
 次元および2次元信号の高精度マッチング手法を電子顕微鏡の倍率校正,工業爾マシンビジョン,暗
 号モジュールの動作解析に応用し,その有効性を示した,
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 論文審査結果の要旨
 i次元および2次元信号の識別や位置合わせを実現するための高精度マッチングは,波形解析,画像セン
 シング,コンピュータビジョンなどの分野において重要になる基本処理である。近年,これらの分野では,
 信号のサンプリング分解能を越える高い位置合わせ精度のマッチングが要求されている。著者は,1次元お
 よび2次元信号の位相情報に着罰した高精度マッチング手法を考案するとともに,これを電子顕微鏡の倍率
 校正,工業用マシンビジョン,暗号モジュールの動作解析に適用してその有効1生を実証した。本論文はこれ
 らの成果をとりまとめたもので,全文7章よりなる。
 第1章は緒言である。
 第2章では,隻次元および2次元信号のマッチングに関する基礎的考察を与えるとともに,位相限定相関
 関数に基づく信号マッチングの定式化を行っている。
 第3章では,位相限定相関関数に基づく1次元および2次元信号の高精度マッチング手法を提案している。
 特に,位相限定相関関数の相関ピークのパラメータを高精度に推定するピーク評価式を発案し,サンプリン
 グ分解能を越える精度で信号間の移動量を検鎖する手法を与えている。これは重要な成果である。
 第4章では,位相限定相関関数に基づく画像倍率の高精度推定手法を提案し,電子顕微鏡の倍率校正問題
 に適用した結果を示している。本手法によって,1000倍に拡大された画像の倍率をio～20段階で推
 定したときの倍率推定誤差はわずか0.2%程度であり,電子顕微鏡の高精度な倍率校正が可能であることを
 明らかにしている。これは実用上重要な成果である。
 第5章では,位相限定相関関数に基づく画像回転の高精度推定手法を提案し,工業用マシンビジョンに適
 用した結果を示している。測定対象に応じて有効な画像ラインを適応的に選択することによって,256×
 256ピクセル程度の画像に対して,誤差0.03度程度の回転角度推定が実現できることを明らかにしてい
 る。これは有用な成果である。
 第6章では,位相限定相関関数に基づく高精度波形マッチング手法を提案し,消費電力波形による暗号モ
 ジュールの動作解析に適用した結果を示している。消費電力波形の高精度な位置合わせを行うことにより,
 暗号鍵の推定に必要となる波形データ数を最大で60%程度削減できることを明らかにしている。これは安
 全な暗号モジュール設計のために重要な知見を与える成果である。
 第7章は結言である。
 以上要するに本論文は,信号の位相情報に着目した1次元および2次元信号の高精度マッチング手法を考
 案し,その有用性を様々な応用において実証したものであり,信号処理工学および情報基礎科学の発展に寄
 与するところが少なくない。
 よって,本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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